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論文内容の要旨
近年ー、パソコンやワークステーションなどの著しい処理能力の向.J-.により、安価な端末でも、背JU・両
像・データなどを統合したマルチメディアを扱うことが可能になり、それらの端末が接続されるLi¥N
(Local j¥rea Network)にも、マノレチメディアへの対応が求められている。マルチメディアデータは一般
的に大容量であり、伝送の際には等時性の保証が求められるものがあるため、低遅延で高利用権を実現す
る通信方式が必要となる。また、高負荷時においても、等時性の保証が必要なデータを送信するためには、
特定ノードの送信を優先できることも必要になる。
一方、)，.ANの目覚しい昔技に伴い、相亙に離れたLAN同 1ーや、ノードを直接接続して通日を行うための
MAN (Metropolitan Area Network)についても、高速かっ高利用不を'足現ロJ能なh'式が求められてい
る。本研究では、これらの要求を満たすことが可能なLAJ¥および:MANの通信制御方式を提案し、その評
価を行った。
第 1章では、緒論として本研究の背景について述べた。
第2章では、 LA:'-Jにおいて、最も普遍的に用いられている100MEthcrnetに着目した。まず、 100M
Ethernetの通信}j式であるEther理CSMA/CDと、それに比べて伝送遅延の分散を低減することが可能な
再送制限CSMA/CDを取り.J-.げ、マルチメディア伝送特性の評価を行った。さらに、伝送遅延の分散をよ
り低減可能な方式を提案し、その有効性を示した。また、提案ノぢ式は、特定ノードの送信を優先できるこ
とも明らかにした。
第3章および第4章では、 1v1ANのための通信右'式として開発されたDQDI3(Distributcd Qucue Dual 
Bus)を某礎として、本ノj式固有の公平仲に関する問題を改善できるだけでなく、要求帯域幅を割当てるこ
とも可能な制御方式を提案した。まず、第3章では、 DQDBにおいて、ノード問のスループットの公平性
をネットワークの利用率を低下させることなく改善するための手法を提案した。すなわち、それぞれのノー
ドの送信要求量をバッフアサイズにより制限し、バッファ内のデータによって構成される分散待ち行列を
制御する方式の提案を行い、その:tJ.効性を示した。また、提ー案方式では、バッフアサイズを変化させるこ
とにより、ノードへの帯域割当が制御可能なことを示したG
第4草:では、ノード問におけるスループットの公平性を改善するだけではなく、遅延特性も改善するた
めの手法として、バッファを用いて自身の送;{，.jスロットと、上流より到達するスロットをスケジューリン
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グして、バッファ遅延を軽減させるノード制御方式を提案し、その有効件ーをポした。
第5章は結論であり、本研究で得られた成果を総括した。
論文審査の結果の要旨
コンビュータデータのような非同期型-ー般データだけではなく、動画像や音声のような同期型データな
ど多様なデータをLAN(Local Area Network)やMAN(~etropolitan Area Network)で伝送する
要求が増大している。しかし、 Ether型LANで、用いられるCSMA/CDCCarricr Scnse Multiple Access 
with Collision Detection)には、最大遅延の保証ができないため同期データの伝送に適していないとい
う間通があり、また、唯ー実用化された実績を有するMA河であるDQDBCDistributed Queue Dual Bus) 
には、高負荷時におけるノードの位置に関する不公平性という問題がある。
本論文では、まずCSMA/CDにおいて一般データと動画像データが混在する場合の特性を評価し、従来
用いられている 2進指数塑再送遅延方式より、固定再送遅延)j式が動画像の廃棄特性および一ー般データの
遅延特性ですぐれていることや、動画像パケットの伝送間隔には廃棄特性に関する最適値が存作すること
などを明らかにしている。また、伝送遅延の分散の低減が可能な再送制限CSMA/CDを用いることにより
廃棄特性が改善されることを明らかにすると共に、廃棄特性をより一層改普できる衝突断層別再送制限
CSMA/CJ)を提案し、さらに、提案方式において動画像伝送端末を常に衝突陪層の最上位に位置させるこ
とにより、一般データの遅延特性を損なうことなく廃棄を完全になくすことが可能であることを示してい
る。
次に、 DQDBが有するノードの位置に関する不公平性を改普できるだけでなく、逆に端末が必要とする
帯域を割り当てることが可能な方式を提案している。すなわち、提案方式では各ノードにパップ 7:を設け
ると共に、ローカルRQカウンタを導入することによりネットワーク全体の厳害?な分散待ち行列構成を可能
にし、バッファ量によって送信要求を制御して公平性を実現することも、また、逆に優先制御を行うこと
も司能であり、すぐれた伝送特性が得られることを明らかにしている。
以上のように、本論文はEther型LANにおいてすぐれた動画像廃棄特性をうえる伝送制御方式と、 DQDB
MA~が本質的に有するノード位置に関する不公平性の解消や、特定端末の優先を可能にする伝送制御方式
に関する研究成果をまとめたもので、多くの知見を見いだしており、情報通信工学の発展に寄与するもの
と考えられる。したがって本論文の著者は博士(工学)の学仲.を受ける資格を有するものと認める。
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